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９
月
28
日
大
阪
総
領
事
館
は

関
西
地
区
の
日
本
各
界
の
官
界

財
界
や
各
国
総
領
事
、
華
僑
華

人
、
中
国
企
業
及
び
留
学
生
代

　
中
国
網
日
本
語
版
が
２
０
１

７
年
10
月
20
日
、
中
国
共
産
党

第
19
回
全
国
代
表
大
会
に
つ
い

て
以
下
を
報
じ
た
。

　
中
国
共
産
党
第
19
回
全
国
代

表
大
会
（
第
19
回
党
大
会
）
の
報

告
は
、
中
国
の
未
来
の
発
展
の

新
し
い
青
写
真
を
描
い
た
。
う

ち
多
く
の
経
済
分
野
の
新
表
現

は
、
中
国
経
済
の
新
動
向
を
反

映
し
た
。

―
第
２
回
土
地
請
負
の
満
期
後
、

期
間
を
30
年
延
長

　
中
国
共
産
党
第
18
期
中
央
委

員
会
第
３
回
全
体
会
議
（
三
中

全
会
）
は
、
農
村
部
の
土
地
請
負

表
等
を
招
い
て
中
華
人
民
共
和

国
建
国
68
周
年
の
祝
賀
宴
会
を

大
阪
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

に
お
い
て
開
催
し
、
約
６
０
０

人
近
く
が
参
加
し
た
。

　
李
天
然
総
領
事
は
挨
拶
の
中

で
こ
の
68
年
の
中
国
の
発
展
等

に
つ
い
て
語
る
と
同
時
に
今
年

５
月
、
中
国
で
開
か
れ
た
「
一

帯
一
路
」
国
際
首
脳
会
議
が
成

功
裏
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
述

べ
、
中
国
は
日
本
の
「
一
帯
一

路
」
建
設
へ
の
参
加
を
歓
迎
し

て
い
る
と
語
っ
た
。
続
け
て
、

今
年
は
両
国
国
交
正
常
化
45
周

年
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い

総領事

総
領
事
館
は
「
西
日
本
地
区
第

１
届
中
日
友
好
交
流
大
会
」、

「
地
方
対
話
」
等
の
交
流
活
動

を
積
極
的
に
開
催
、
そ
の
他
に

地
方
議
会
、
宗
教
界
、
青
年
団

体
及
び
友
好
団
体
代
表
の
訪
中

交
流
活
動
を
支
援
し
た
、
今
後

も
中
日
両
国
の
更
な
る
関
係
改

善
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
来
年

度
は
中
日
友
好
平
和
条
約
締
結

40
周
年
の
年
で
あ
り
、
総
領
事

館
一
同
中
日
関
係
改
善
の
情
勢

を
維
持
し
、
中
国
と
関
西
地
区

共
に
友
好
の
新
た
な
道
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
語
っ
た
。

　
そ
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て

大
阪
府
副
知
事
新
井
純
氏
、
大

阪
府
議
長
大
橋
一
功
氏
、
大
阪

市
副
市
長
田
中
清
剛
氏
、
大
阪

府
日
中
友
好
協
会
会
長
梶
本
徳

国
慶
節
祝
賀
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

総
領
事
館
主
催盛

大
に
開
催

中
国
の
発
展
は
新
た
な
時
代
に
入
り

―
翻
訳
業
務
に
携
わ
っ
た
外
国
人
専
門
家
の

目
に
映
っ
た
第
19
回
党
大
会
報
告

彦
氏
の
そ
れ
ぞ
れ
が
挨
拶
を
述

べ
、
続
け
て
各
界
か
ら
の
祝
電

が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
外
務
省

関
西
担
当
全
権
大
使
鈴
木
庸
一

氏
の
乾
杯
で
宴
会
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　
出
席
者
は
そ
の
あ
と
２
時
間

ほ
ど
和
や
か
に
歓
談
し
た
。

関
係
の
安
定
、
長
期
的
不
変
の

維
持
を
提
案
し
た
。
第
19
回
党

大
会
の
報
告
は
こ
の
表
現
を
繰

り
返
す
と
同
時
に
、
初
め
て
第

２
回
土
地
請
負
の
満
期
後
、
さ

ら
に
期
間
を
30
年
延
長
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
土
地
経
営
権
の
変
遷
後
、
請

負
権
が
失
わ
れ
る
か
は
、
中
国

の
農
家
が
関
心
を
寄
せ
る
話
題

だ
っ
た
。
報
告
は
農
村
部
土
地

請
負
関
係
の
長
期
的
不
変
に
つ

い
て
、
よ
り
具
体
的
か
つ
実
行

可
能
な
内
容
を
列
挙
し
た
。
こ

れ
は
人
々
を
安
心
さ
せ
た
。

―
全
面
的
・
規
範
的
・
透
明
な
、

標
準
的
で
合
理
的
で
拘
束
力
を

持
つ
予
算
制
度

　
予
算
管
理
制
度
改
革
は
、
中

国
の
財
政
・
税
制
改
革
の
中
心

内
容
だ
。
第
19
回
党
大
会
の
報

告
は
、
全
面
的
・
規
範
的
・
透

明
な
、
標
準
的
で
合
理
的
で
拘

束
力
を
持
つ
予
算
制
度
を
制
定

す
る
と
し
た
。
う
ち
「
標
準
的

で
合
理
的
で
拘
束
力
を
持
つ
」

が
、
初
め
て
同
制
度
の
目
標
と

し
て
明
確
に
さ
れ
た
。

　
国
家
行
政
学
院
経
済
学
部
の

馮
俏
彬
教
授
は
、
中
国
新
聞
社

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
際

に
「
標
準
は
中
国
予
算
管
理
が

　
10
月
１
日
の
中
華
人
民
共
和

国
成
立
68
周
年
国
慶
日
に
当
た

り
、
中
華
全
国
台
湾
同
胞
聯
誼

会
よ
り
中
国
両
岸
和
平
発
展
聯

合
会
・
西
日
本
鄭
正
勝
会
長
が

関
西
よ
り
国
慶
活
動
に
参
加
し

た
。

　
烈
士
記
念
日
に
は
人
民
英
雄

に
向
け
献
花
籃
儀
式
が
天
安
門

広
場
で
挙
行
さ
れ
（
＝
写
真
）
、

党
と
国
家
指
導
者
習
近
平
、
李

克
強
、
張
徳
江
、
兪
正
声
、
劉

雲
山
、
王
岐
山
、
張
高
麗
等
、

そ
し
て
首
都
各
界
代
表
が
儀
式

に
参
列
し
た
。
国
慶
招
待
会
で

国
務
院
李
克
強
総
理
は
、
中
華

人
民
共
和
国
成
立
68
周
年
を
熱

烈
に
慶
祝
し
た
ほ
か
、「
経
済
建

設
、
政
治
建
設
、
文
化
建
設
、

社
会
建
設
、
エ
コ
建
設
を
統
一

的
に
推
進
す
る
。
ま
た
、『
四

つ
の
全
面
的
』
即
ち
小
康
社
会

の
全
面
的
完
成
、
改
革
の
全
面

的
深
化
、
法
に
基
づ
く
国
家
統

治
の
全
面
的
推
進
、
全
面
的
で

厳
し
い
党
管
理
を
推
進
し
、
中

国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
壮
大

な
事
業
が
歴
史
的
な
新
た
な
る

注
目
す
る
重
点
だ
が
、
各
部
門

に
よ
っ
て
状
況
が
異
な
る
た

め
、
統
一
標
準
体
系
が
ま
だ
確

立
さ
れ
て
い
な
い
。
第
19
回
党

大
会
の
報
告
は
『
標
準
』
に
言

及
し
て
お
り
、
同
問
題
の
技
術

的
準
備
が
す
で
に
相
対
的
に
成

熟
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
」

と
指
摘
し
た
。

　
「
拘
束
力
」
は
、
中
国
の
予

算
の
拘
束
が
さ
ら
に
強
ま
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
納
税
者
の
税

金
の
使
途
と
そ
の
理
由
を
は
っ

き
り
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

馮
教
授
は
「
規
定
に
合
わ
な
い

税
金
使
用
行
為
は
厳
罰
に
処
さ

れ
る
。
関
連
部
門
と
個
人
の
責

任
が
追
及
さ
れ
る
」と
話
し
た
。

―
自
由
貿
易
試
験
区
に
よ
り

大
き
な
改
革
の
自
主
権
を
付
与

　
自
由
貿
易
試
験
区
に
よ
り
大

き
な
改
革
の
自
主
権
を
付
与
す

る
。
こ
れ
は
第
19
回
党
大
会
の

報
告
の
う
ち
、
対
外
開
放
に
関

し
最
も
注
目
を
集
め
た
表
現
の

一
つ
だ
。

　
中
国
は
改
革
を
全
面
的
に
掘

り
下
げ
開
放
を
拡
大
す
る
た

め
、
新
し
い
道
を
模
索
す
る
こ

と
を
目
的
に
自
由
貿
易
試
験
区

を
設
立
し
た
。
公
式
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
上
海
な
ど
４
カ
所
の

自
由
貿
易
試
験
区
は
現
在
、
投

資
・
貿
易
な
ど
の
分
野
で
す
で

に
１
２
３
の
改
革
試
行
経
験
を

形
成
し
て
お
り
、
全
国
も
し
く

は
特
定
エ
リ
ア
内
で
複
製
・
普

及
を
進
め
て
い
る
。

　
中
国
商
務
部
研
究
院
国
際

市
場
研
究
所
の
白
明
副
所
長

は
「
自
由
貿
易
試
験
区
に
よ
り

大
き
な
改
革
の
自
主
権
を
与
え

る
。
こ
れ
は
地
方
制
度
革
新
の

先
行
試
験
の
内
容
と
順
序
、
改

革
の
経
験
の
普
及
と
複
製
な
ど

に
よ
り
多
く
の
自
主
選
択
の
余

地
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

千
篇
一
律
で
あ
る
必
要
は
な
く
、

全
体
で
前
進
す
る
と
い
う
こ
と

だ
」
と
指
摘
し
た
。

　
報
告
は
初
め
て
、
自
由
貿
易

港
の
建
設
を
模
索
す
る
と
し

た
。
白
副
所
長
は
「
こ
れ
は
資

源
の
高
効
率
配
置
の
場
を
構
築

す
る
こ
と
に
な
る
。
大
口
商
品

オ
フ
シ
ョ
ア
取
引
の
発
展
を
促

し
、
中
国
の
貿
易
に
お
け
る
発

言
権
を
高
め
る
」
と
話
し
た
。

―
世
界
向
け
の
貿
易
・
投
融
資
・

生
産
・
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成

　
第
19
回
党
大
会
の
報
告
は
、

世
界
向
け
の
貿
易
・
投
融
資
・

生
産
・
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
、
国
際
経
済
協
力
と

成
果
を
収
め
る
よ
う
促
す
、
中

国
は
今
ま
さ
に
中
華
民
族
の
偉

大
な
復
興
に
向
か
っ
て
大
き
な

足
取
り
で
歩
ん
で
い
る
」
と
述

べ
た
。

　
中
華
全
国
台
湾
同
胞
聯
誼
会

主
催
の
講
演
会
で
は
、
国
務
院

台
湾
事
務
弁
公
室
頓
世
新
局

長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、

１
８
４
０
年
ア
ヘ
ン
戦
争
か
ら

現
代
に
至
る
ま
で
の
復
興
の
路

が
歴
史
に
語
ら
れ
た
。
台
湾
情

勢
に
つ
い
て
は「
92
共
通
認
識
」

の
核
心
の
意
味
、
一
つ
の
中
国

の
原
則
の
堅
持
、「
台
湾
独
立
」

に
反
対
し
、
交
流
と
対
話
を
強

化
し
、
両
岸
関
係
の
平
和
的
発

展
の
正
し
い
方
向
を
つ
か
み
、

平
和
統
一
の
た
め
に
努
力
し
た

い
と
述
べ
た
。

　
９
月
30
日
に
は
国
務
院
発
達

経
済
中
心
王
一
鳴
主
任
の
講
演

が
行
わ
れ
、「
大
陸
経
済
社
会

発
展
と
改
革
開
放
」
と
題
し
、

大
陸
経
済
の
社
会
発
展
の
新
進

展
、
経
済
の
新
常
態
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
新
変
化
、
そ
し
て
新

理
念
の
基
づ
い
た
経
済
社
会
発

展
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
孫
中
山
先
生
が
提
唱
し

た
中
国
夢
、
即
ち
民
族
復
興
、

国
家
富
強
、
人
民
幸
福
に
今
日

の
中
国
は
歴
史
的
に
も
中
華
民

族
の
偉
大
な
復
興
に
各
方
面
で

近
づ
き
、
そ
し
て
中
国
の
夢
を

実
現
す
る
た
め
に
奮
闘
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。

　
10
月
１
日
、
成
立
68
周
年
の

全
て
の
参
訪
活
動
を
終
え
た
。

競
争
の
新
た
な
優
位
性
の
育
成

を
加
速
す
る
と
し
た
。
報
告
は

さ
ら
に
、
世
界
的
な
競
争
力
を

持
つ
世
界
一
流
企
業
を
育
成
す

る
と
明
確
に
し
た
。
中
国
の
世

界
範
囲
の
資
源
配
置
改
善
の
方

針
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
白
副
所
長
は
記
者
に
対
し
て

「
貿
易
・
投
融
資
・
生
産
・
サ
ー

ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
は
、

中
国
企
業
が
国
際
的
な
競
争
力

を
強
化
す
る
た
め
、
安
全
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
提
供
す
る
。こ
の
網

が
あ
れ
ば
、
中
国
企
業
は
海
外

市
場
開
拓
で
孤
軍
奮
闘
に
な
る

こ
と
は
な
い
。
中
国
の
全
面
的

な
対
外
開
放
構
造
も
、
全
体
的

に
活
性
化
さ
れ
る
」と
述
べ
た
。

　
世
界
最
大
の
政
党
が
、
世
界

最
大
の
発
展
途
上
国
を
導
き
、

未
来
を
描
き
出
す
そ
の
様
子

は
、
多
く
の
注
目
を
集
め
て
い

る
。
新
華
社
日
本
語
版
が
報
じ

た
。

　
中
国
共
産
党
第
19
回
全
国
代

表
大
会
（
第
19
回
党
大
会
）
報
告

は
、
重
要
な
時
期
に
発
表
さ
れ

た
綱
領
と
な
る
も
の
で
、
中
華

民
族
の
夢
が
託
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
一
文
字
一
文
字
が
、
無
数

の
ま
な
ざ
し
を
引
き
付
け
て
い

る
。

　
特
に
注
目
を
集
め
て
い
る
の

は
、「
外
国
人
」
が
第
19
回
党

大
会
報
告
の
英
語
、
フ
ラ
ン
ス

語
、
ロ
シ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
日
本
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ア

ラ
ビ
ア
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

ラ
オ
ス
語
の
９
か
国
語
の
翻

訳
・
校
正
業
務
に
携
わ
り
、
最

も
早
い
時
期
か
ら
（
第
19
回
党

大
会
）
報
告
に
目
を
通
し
て
い

た
こ
と
だ
。
改
革
開
放
以
降
、

中
国
共
産
党
が
外
国
人
専
門
家

を
招
聘
し
、
党
大
会
報
告
の
外

国
語
版
の
翻
訳
・
校
正
業
務
に

当
た
ら
せ
る
の
は
、
今
回
が
初

め
て
だ
と
い
う
。



一
般
社
団
法
人
中
華
会
舘

関
帝
廟
に
て

第
19
回
賞
月
会
を
開
催

2017年10月25日 （第三種郵便物認可）第545号　⑵関 西 華 僑 報

　
去
る
10
月
７
日（
土
）、
一
般

社
団
法
人
中
華
会
舘
は
関
帝
廟

に
て
第
19
回
目
と
な
る
賞
月
会

を
開
催
し
た
。

　
ま
ず
始
め
に
、
司
会
者
よ
り

開
会
が
宣
言
さ
れ
、
恒
例
と

な
っ
た
中
国
楽
器
ユ
ニ
ッ
ト
・

シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
が
「
月
亮
代
表

我
的
心
」、「
川
の
流
れ
の
よ
う

に
」
等
を
演
奏
し
、
参
加
者
達

は
秋
の
夜
空
に
合
っ
た
と
し
た

音
楽
の
演
奏
に
聞
き
入
っ
た
。

　
引
き
続
き
主
催
者
を
代
表
し

中
華
会
舘
李
金
友
理
事
長
が

「
昨
日
か
ら
の
雨
で
開
催
が
心

配
さ
れ
た
が
、
無
事
開
催
で
き

る
こ
と
が
で
き
た
。
満
月
が
見

ら
れ
る
よ
う
祈
り
つ
つ
楽
し
ん

で
下
さ
い
」
と
挨
拶
し
、
乾
杯

　
10
月
13
日
午
前
10
時
30
分
よ

り
、
大
阪
市
阿
倍
野
区
の
「
あ

べ
の
ハ
ル
カ
ス
17
階
」
に
お
い

て
、
中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪

総
領
事
館
主
催
『
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
を
繋
ぐ
「
真
珠
」―
新
疆
写
真

展
』
開
幕
式
が
開
催
さ
れ
た
。

　
大
阪
府
日
中
友
好
親
善
議
員

連
盟
今
井
豊
会
長
、
大
阪
市
会

明
石
直
樹
副
議
長
、
大
阪
観
光

局
溝
畑
宏
理
事
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
大
阪
府
日
本
中
国
友
好
協
会

梶
本
德
彦
会
長
、
京
都
府
日
中

友
好
協
会
田
中
彰
寿
会
長
、
中

国
国
家
観
光
局
駐
大
阪
代
表
処

劉
海
生
所
長
や
主
要
友
好
团

体
、
各
僑
団
及
び
新
疆
出
身
留

神戸華僑
落地生根150年記念写真展
NHK神戸放送局

2017年11月18日～ 23日
孫文記念館

2017年11月1日～ 30日
神戸市民ギャラリー

2017年12月4日～ 18日
兵庫県中央労働センター

2018年1月6日～ 28日
神戸華僑歴史博物館

2018年2月14日～ 4月8日
全会場とも
初日は午後3時より、最終日は午後3時まで

主催：神戸華僑総会

神戸華僑総会主催

修法ケ原・市ケ原・布引の滝・ハイキング

日　　時：2017年11月25日（土）
集合場所：JR元町駅（西口）　午前10時
募集人数：50名様（申込締切：11月10日（月））

参加費用：500円《昼食代・飲み物》
　　服装：登山に適した服装・登山靴（運動靴）・防寒服・タオル・雨具

各自準備
お申込み先：神戸華僑総会　TEL 078-331-4232　FAX 078-334-2475

……………  ●日  程  表●《コースと所要時間》……………
　諏訪山公園・修法ケ原・市ヶ原・布引の滝コース（約13 km）

　　　　　　　1．3キロ　　　　　　　　　　4．7キロ
JR元町駅 ―――――→ 諏訪山公園 ――――――――→ 修法ヶ原 ――→
　　　　　　 20分　　　　　　　　　　   1 時間半
  0．9キロ　　　　　　　   1．1 キロ　　　　　　  2．7キロ
――――→ 大竜寺山門 ―――――→ 市ヶ原 ――――――→ 布引の滝 ―　15分　　　　　　　　　　　30分　　　　　　　　 　1 時間
　　　2．5キロ　　
―――――――→ JR三ノ宮駅  （16：00予定）
　　　35分

の
音
頭
を
取
っ
た
。

　
参
加
者
達
は
明
賢
荘
、昌
園
、

京
華
楼
、
醉
坊
、
餃
子
の
満
園

の
店
主
ら
が
腕
を
振
る
っ
て
用

意
し
た
料
理
を
堪
能
し
、
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
た
。

　
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ

Ｅ
Ａ
）
が
発
表
し
た
『
２
０
１
７

年
度
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
報

告
』に
よ
る
と
、２
０
１
６
年
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
最
高

を
記
録
し
た
。
コ
ス
ト
の
大
幅

削
減
や
政
策
の
支
援
に
よ
り
太

陽
光
発
電
が
中
国
お
よ
び
世
界

範
囲
で
発
展
し
た
た
め
だ
と
い

う
。２
０
１
７
年
か
ら
２
０
２
２

年
の
世
界
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
総
領
事
館
が

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
繋
ぐ
「
真
珠
」―

新
疆
写
真
展
を
開
催

学
生
代
表
な
ど
約
１
０
０
名
が

参
加
し
た
。
大
阪
華
僑
総
会
か

ら
も
于
学
偉
常
務
副
会
長
・
石

信
明
副
会
長
が
招
か
れ
出
席
し

た
。

　
初
め
に
主
催
者
を
代
表
し
、

李
天
然
大
使
級
総
領
事
は
「
新

疆
は
古
代
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

要
塞
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
重

要
な
交
通
、
文
明
が
行
き
交
う

場
所
で
あ
り
、
中
国
の
重
要
な

構
成
部
分
で
す
。
新
疆
の
各
民

族
の
人
々
と
中
華
民
族
の
血
は

繋
が
っ
て
お
り
、
民
族
文
化
は

深
く
中
華
文
明
の
肥
沃
な
土
地

に
根
を
下
ろ
し
、
中
華
の
文
化

の
中
で
１
粒
の
キ
ラ
キ
ラ
光
る

真
珠
の
様
で
す
。
新
中
国
の
成

立
か
ら
、
党
と
国
家
は
新
疆
の

社
会
の
発
展
と
人
民
の
幸
福
を

重
視
し
て
、
法
律
に
基
づ
い
て

各
民
族
の
人
々
の
伝
統
と
民
俗

を
保
護
し
て
、
各
民
族
の
人
々

の
権
利
を
保
障
し
、
地
区
の
経

済
と
各
事
業
の
発
展
を
促
進
し

て
き
ま
し
た
。
60
数
年
来
、
党

と
政
府
で
の
指
導
と
配
慮
の
も

と
で
、
新
疆
の
経
済
は
急
速
に

増
加
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
は
絶
え

ず
整
い
、
人
民
生
活
水
準
が
著

し
く
て
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
新
疆
は
〝
一
帯
一
路
〟

を
捉
え
て
お
り
、
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
経
済
ベ
ル
ト
の
建
設
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
今
回
の
写
真
展

を
通
じ
て
、
皆
様
方
に
新
疆
及

び
〝
一
帯
一
路
〟
に
つ
い
て
深

く
知
っ
て
頂
き
、
関
西
地
区
と

新
疆
の
交
流
が
促
進
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。」
と
述
べ
た
。

　
来
賓
挨
拶
と
し
て
、
今
井
豊

会
長
は
、「
現
在
日
中
関
係
は

絶
え
ず
改
善
し
て
お
り
、
関
西

地
区
と
中
国
は
非
常
に
密
接
な

関
係
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
来

年
は
中
日
平
和
友
好
条
約
が
40

周
年
で
あ
り
、〝
一
帯
一
路
〟

な
ど
の
重
要
な
１
年
と
な
る
で

し
ょ
う
」と
述
べ
た
。
続
い
て
、

溝
畑
宏
理
事
長
は
「
今
回
の
写

真
展
を
き
っ
か
け
に
、
多
く
の

方
々
が
中
国
を
訪
問
し
て
く
だ

さ
い
。」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
来
賓
挨
拶
の
後
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
写
真
展
は

開
幕
し
た
。

　
写
真
展
で
は
、
中
日
両
国
の

写
真
家
が
撮
影
し
た
約
80
点
が

展
示
さ
れ
、
新
疆
の
景
色
・
風

土
・
人
々
の
生
活
風
景
な
ど
が

写
さ
れ
て
お
り
、
来
場
者
は
作

品
の
１
点
１
点
を
真
剣
な
眼
差

し
で
鑑
賞
し
て
い
た
。

ギ
ー
量
は
９
２
０
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
、

増
加
率
は
43
％
に
な
る
見
通
し
。

中
国
網
日
本
語
版
が
伝
え
た
。

　
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
担
当
者
に
よ
る
と
、

中
国
と
イ
ン
ド
の
太
陽
光
発
電

量
が
上
方
修
正
さ
れ
た
こ
と
で
、

こ
の
予
想
は
昨
年
よ
り
楽
観
的

に
な
っ
た
。
中
国
の
世
界
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
加
に
対
す

る
寄
与
度
は
40
％
を
超
え
た
。

そ
の
背
後
に
、
大
気
汚
染
へ
の

関
心
、
第
13
次
５
カ
年
計
画
で

の
生
産
量
目
標
が
あ
る
。
中
国

は
２
０
２
０
年
の
太
陽
光
発
電

目
標
を
す
で
に
発
表
し
、
２
０

１
９
年
に
は
風
力
発
電
目
標
を

達
成
す
る
見
通
し
。
中
国
は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
加
を

引
っ
張
り
、世
界
の
水
力
発
電
、

バ
イ
オ
発
電
、
電
気
自
動
車
市

場
の
リ
ー
ダ
ー
に
も
な
っ
て
い

る
。

　
ま
た
『
報
告
』
は
、
中
国
市

場
の
勢
い
を
見
る
と
、
今
後
５

年
、
太
陽
光
発
電
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
加
に
風
力
発

電
と
水
力
発
電
を
上
回
る
貢
献

を
す
る
と
し
た
。

　
メ
キ
シ
コ
時
間
10
日
午
前
10

時
（
北
京
時
間
同
日
午
後
11
時
）

頃
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
開
か

れ
た
国
際
か
ん
が
い
排
水
委
員

会
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
）
執
行
大
会
に
お

い
て
、
寧
夏
引
黄
古
灌
区
、
陝

西
漢
中
三
堰
、
福
建
黄
鞠
灌
漑

施
設
の
古
代
水
利
施
設
３
ヶ
所

が
、
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

に
登
録
さ
れ
、
認
定
プ
レ
ー
ト

を
授
与
さ
れ
た
。
中
央
テ
レ
ビ

網
が
伝
え
た
。

　
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

は
、
世
界
文
化
遺
産
、
自
然
遺

産
、
農
業
文
化
遺
産
な
ど
と
共

に
世
界
遺
産
と
呼
ば
れ
る
、
Ｉ

Ｃ
Ｉ
Ｄ
が
２
０
１
４
年
よ
り
審

査
を
開
始
し
た
世
界
遺
産
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
。
そ
の
選
考
基
準
は

厳
し
く
、
１
０
０
年
以
上
前
に

建
設
さ
れ
た
か
ん
が
い
施
設
で
、

施
設
の
設
計
や
建
設
技
術
な
ど

で
時
代
の
先
端
を
担
っ
て
い
た

必
要
が
あ
る
。
中
国
は
現
在
、

陝
西
鄭
国
渠
、
四
川
東
風
堰
な

ど
10
ヶ
所
の
登
録
申
請
に
成
功

し
て
お
り
、
今
回
の
３
ヶ
所
を

加
え
13
ヶ
所
と
な
っ
た
。

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

中
国
の
３
ヶ
所
が
登
録
リ
ス
ト
入
り

中
国
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

増
加
を
け
ん
引

ＩＥＡ

　

大
阪
聘
珍
樓

大
阪
市
北
区
梅
田

　
　
　
　
　
　

１

－

８

－

16

　

ヒ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
イ
ー
ス
ト
７
Ｆ

☎　
〇
六（
六
三
四
五
）五
〇
二
二

　

神
　
　
仙
　
　
閣

大
阪
市
北
区
梅
田

　
　
　
　
　

１

－

３

－

１

－

1200

　
　

大
阪
駅
前
第
１
ビ
ル
12
階

☎　
〇
六（
六
三
四
一
）四
〇
七
一

　

錦
　
　
城
　
　
閣

大
阪
市
中
央
区
天
満
橋

　
　
　
　
　
　

京
町
一

－

一

　

大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
三
階

☎　
〇
六（
六
九
四
一
）二
一
八
五

　

大
　
　
成
　
　
閣

心
斎
橋
大
丸
本
館･

北
館
の
間
東
へ
約
百
ｍ

大
阪
市
中
央
区
東
心
斎
橋

　
　
　
　
　

  

一

－

一
八

－

一
二

電
話　
〇
六（
六
二
七
一

）五
二
三
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
六（
六
二
七
一

）五
二
三
〇
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華僑ではじめての弦楽器専門店

弦楽器とレコードプリムローズ
18届　李　善　銘

ＦｉｎｅＶｉｏｌｉｎｓ,Ｖｉｏｌａｓ,Ｃｅｌｌｏｓ,Ｂｏｗｓ,Ｒｅｃｏｒｄｓ,
���ｓ（二胡の取り扱いをはじめました）
＊ご来店の際は、電話にてご予約下さい

神戸市中央区山本通3丁目16－20
TEL&FAX 078-221-6497　090-1445-6380（李）
E-mail :primrose_ming_14@castle.ocn.ne.jp
http://w-primrose.com

不動産のご購入･ご売却･有効活用の事なら

大阪市中央区北浜東2番19号
TEL  06 ー6940ー5511　　FAX  06ー6940ー5512
お気軽にご相談・ご連絡下さい　担当：葉　慧（47届）
E-mail　info@southernhelm.com　http://southernhelm.com/
免許番号　大阪府知事（1）第56410号

サザンヘルム･パートナーズ株式会社

2017 聯歓クリスマス音楽会
感謝！ありがとう
アットホームで楽しい

チャリティークリスマスコンサート

2017年12月 2 日（土）
中華会舘 7階　東亜ホール

開場：午後 1 時　開演：13時30分～16時30分
チャリティー：1000円

演　奏：黄承韜とモダンタイムズ
ジャズ・ラテン・ポピュラーなど

　歌　：王文美（Jasmine）
懐かしのポップスなど

主　　催：神戸華僑軽音楽愛好会
申し込み：中華会舘事務局

（電話）078-392-2711　（FAX）078-392-2811

神戸軽音楽愛好会　（電話）078-221-3425

　
去
る
９
月
30
日（
土
）、
神
戸

華
僑
総
会
主
催
の
国
慶
節
祝
賀

会
が
第
一
楼
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
中
国
駐
大
阪
総
領
事
館
、

兵
庫
県
、
神
戸
市
、
友
好
団
体

等
の
来
賓
を
含
む
３
２
０
名
を

超
え
る
僑
胞
ら
が
祝
い
に
駆
け

付
け
た
。

　
午
後
６
時
の
開
会
と
共
に
来

賓
ら
が
入
場
し
、
大
き
な
拍
手

で
出
迎
え
ら
れ
、
張
述
洲
校
長

を
代
表
と
す
る
国
歌
斉
唱
の
後
、

陳
明
徳
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
祖
国
の
目
覚
ま
し
い
発
展
は
、

私
達
華
僑
・
華
人
に
と
っ
て
大

き
な
喜
び
で
あ
り
、
ま
た
中
日

両
国
が
良
好
な
関
係
を
保
っ
て

　
去
る
９
月
30
日（
土
）、
神
戸

中
華
同
文
学
校
に
お
い
て
運
動

会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
父
兄

が
朝
早
く
か
ら
子
供
達
の
応
援

に
訪
れ
た
。

　
午
前
９
時
に
号
砲
と
共
に
、

進
行
の
学
生
よ
り
開
会
が
宣
言

さ
れ
、
校
旗
を
先
頭
に
小
学
校

１
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
が

入
場
し
た
。
学
生
達
が
客
席
の

前
を
通
る
た
び
、
客
席
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
続
い

て
国
旗
掲
揚
、選
手
宣
誓
の
後
、

張
述
洲
校
長
か
ら
開
会
の
挨
拶

を
述
べ
ら
れ
た
。

　
小
学
校
４
年
生
ま
で
の
体
操

と
小
学
校
５
年
生
以
上
の
太
極

拳
の
後
、
小
学
校
２
年
生
の
か

け
っ
こ
、
中
学
１
、
２
年
生
女

　
10
月
１
日
西
日
本
新
華
僑
華

人
連
合
会
（
趙
永
健
会
長
）
は
大

成
閣
に
お
い
て
駐
大
阪
総
領
事

館
李
天
然
総
領
事
を
主
賓
に
大

阪
華
僑
総
会
劉
中
耀
、
大
阪
府

日
中
友
好
協
会
青
柳
理
事
長
な

ど
を
招
き
、
中
国
建
国
68
周
年

を
祝
う
聯
歓
晩
会
を
開
催
し
た
。

　
当
日
李
凡
副
会
長
が
率
い
る

中
華
人
民
共
和
国
成
立
68
周
年

慶
祝
晩
会
を
開
催

神
戸
中
華
同
文
学
校

２
０
１
７
年
度

運
動
会
を
開
催

挨拶を述べる陳明徳会長

い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
」
と
述
べ
た
ほ
か
、
中
日
国

交
正
常
化
45
周
年
に
あ
た
り
、

重
要
な
隣
国
同
士
の
持
続
的
か

つ
安
定
し
て
発
展
で
き
る
よ
う

願
う
と
共
に
、
今
後
と
も
中
日

友
好
協
力
の
一
翼
を
担
っ
て
い

く
べ
く
努
力
す
る
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
中
国
駐
大
阪
総
領
事

館
李
天
然
総
領
事
が
挨
拶
に
立

ち
、
祝
辞
を
述
べ
た
。
ま
た
、

金
澤
和
夫
兵
庫
県
副
知
事
、
玉

田
敏
郎
神
戸
市
副
市
長
ら
も
祝

辞
を
述
べ
、
林
同
福
名
誉
理
事

長
の
乾
杯
の
発
声
で
、
祝
宴
が

開
始
さ
れ
た
。

　
祝
宴
で
は
中
華
同
文
女
声

コ
ー
ラ
ス
、Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
鍵
盤
ハ
ー

モ
ニ
カ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
神
戸

華
僑
混
声
合
唱
団
、
華
楽
団
華

蕾
、
華
芸
民
間
舞
踏
隊
、
舞
獅

隊
等
が
演
目
を
披
露
し
、
会
場

を
盛
り
上
げ
た
ほ
か
、
抽
選
会

も
行
わ
れ
、
同
郷
会
や
大
阪
総

領
事
館
等
が
持
ち
寄
っ
た
多
く

の
景
品
が
当
選
者
に
贈
ら
れ
た
。

　
最
後
は
蔡
勝
昌
副
会
長
の
挨

拶
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

◆

子
の
棒
引
き
等
の
競
技
が
行
わ

れ
、
騎
馬
戦
で
は
２
分
に
及
ぶ

試
合
等
、
今
年
も
例
年
に
劣
ら

ず
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ほ

か
、
神
戸
華
僑
幼
稚
園
の
園
児

達
の
演
技
、
来
賓
や
父
兄
達
に

よ
る
大
玉
転
が
し
等
も
行
わ
れ
、

運
動
会
に
花
を
添
え
た
。

　
午
前
中
は
９
つ
の
競
技
と
７

つ
の
演
技
が
行
わ
れ
、
お
昼
休

憩
を
挟
ん
だ
午
後
か
ら
は
各
部

活
動
の
紹
介
、
運
動
部
対
抗
リ

レ
ー
、
龍
舞
等
が
行
わ
れ
、
最

後
の
中
学
生
選
抜
の
リ
レ
ー
で

は
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
白
熱

し
た
戦
い
と
な
っ
た
。

　
閉
会
式
後
、
張
述
洲
校
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
学
生
達
の
健
闘

を
称
え
た
。

320余名が
参加

西
日
本
新
華
僑
華
人
連
合
会

国
慶
晩
会
開
催

新
華
僑
・
華
人
た
ち
の
文
芸
演

出
が
披
露
さ
れ
、
に
ぎ
や
か
な

宴
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。

　
主
賓
の
李
天
然
総
領
事
は
あ

い
さ
つ
の
中
で
新
老
華
僑
の
一

層
の
団
結
を
訴
え
、
特
に
新
華

僑
の
参
加
者
の
若
さ
や
婦
人
層

の
幅
の
広
さ
を
た
た
え
た
。

◆

◆
本
会
会
員
で
、

株
式
会
社
豊
記

号
代
表
取
締
役
の
范
邦
雄
様
（
浙

江
省
僑
胞
）
が
、
７
月
21
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。享
年
78
歳
。

　
故
人
の
御
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
大
阪
華
僑
総
会

僑
胞
消
息

訃

報

第７回 トア山手もちつき大会
開催のお知らせ

日　時：12月16日（土）12：00より
　　　　　　　（雨天 17日〈日〉に順延）
場　所：トア公園にて
参加費：無  料
主催：中山手三丁目自治会  トア山手会
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ひかりケアセンター
介護のことならおまかせ下さい！

〇訪問介護・ケアプラン作成

〇同文学校卒業の中国人ヘルパー多数在籍しています

〇介護に興味のある方、指導いたします

　　　　 ◇介護タクシー（近運自1054号）
　　　　 ◇介護保険事業所番号 2870100944
　お気軽にご相談・連絡下さい  078－412－0382

代表　顧　存陽（25届）・黄　建功

帰化申請･在留資格申請･相続手続

江川行政書士事務所

江 川　　星
神戸市中央区下山手通 2－13－10
聯合ビル 4 Ｆ（神戸中華会舘北隣）

TEL　078－241－0887
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一般社団法人中華会舘
休舘日のお知らせ

〈11月の休舘日〉

★11月 6日（月）
★11月20日（月）

～ Home Page 情報～
URL:http://www.zhonghua-huiguan.com
e-mail:art0083@zhonghua-huiguan.com

　　是非一度アクセスして見て下さい。
　　E-mail もお待ちしております。

～社員の皆様へ～
6階ロビーにてネット接続が無料で

出来ますので、是非ご利用下さい。

一般社団法人中華会舘
　  TEL 078－392－2711

関　 帝　 廟　TEL 078－341－2872
神阪中華義荘　TEL 078－691－4359
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◇
 神阪中華義荘に墓地・

　納骨堂をお持ちの方へ 
◇

　住所・電話番号などが変わった場
合、お手数ですが必ず中華義荘また
は会舘事務所にご連絡下さい。清明
節のご案内など送れず連絡がつかな
い為、管理費を７年以上滞納されま
すと神阪中華義荘使用規定第13条の
４に明記しておりますように使用権
を取り消すことになりますので、ご
注意下さい。

　神 阪 中 華 義 荘　078‒691‒4359
　（一社） 中華会舘　078‒392‒2711 

　
京
都
華
僑
総
会
は
９
月
29
日

18
時
よ
り
、
四
条
大
橋
「
東
華

菜
館
」
に
於
い
て
、
中
華
人
民

共
和
国
成
立
68
周
年
国
慶
祝
賀

会
を
開
催
し
た
。

　
祝
賀
会
に
は
、
来
賓
と
し
て

駐
大
阪
総
領
事
館
李
天
然
総
領

事
ご
夫
妻
、
孫
志
勇
副
総
領
事

ら
３
名
の
領
事
、
府
、
市
、
議

会
、
友
好
団
体
代
表
者
や
友
好

人
士
な
ど
を
招
き
、
会
員
僑
胞

ら
約
80
名
が
参
加
し
、
祖
国
の

　
京
都
普
度
勝
会
（
張
敬
博
総

理
）
は
、10
月
13
日（
金
）～
16
日

（
月
）黄
檗
山
・
萬
福
寺
に
於
い

て
、施
餓
鬼
慰
霊
祭
を
開
催
し
、

雨
天
の
な
か
全
国
各
地
か
ら
多

く
の
華
僑
同
胞
が
縁
者
や
御
先

祖
の
御
霊
と
境
内
に
祭
ら
れ
て

い
る
冥
宅
・
金
山
銀
山
・
元
宝

へ
の
参
拝
に
訪
れ
た
。
開
催
期

間
中
は
多
く
の
観
光
客
の
姿
も

見
ら
れ
た
。

　
13
日
本
堂
に
て
「
前
夜
祭
」

施
餓
鬼
法
要
か
ら
始
ま
り
、14
日

に
は
日
本
健
康
太
極
拳
協
会
・

京
都
支
部
に
よ
る
奉
納
演
武
、

そ
の
後
葉
衛
陽
さ
ん
に
よ
る
中

建
国
68
周
年
を
共
に
祝
っ
た
。

　
開
宴
に
先
立
ち
、
本
会
葉
衛

陽
理
事
が
国
慶
節
を
祝
し
、
中

国
琵
琶
の
演
奏
を
披
露
さ
れ
、

明
る
く
澄
ん
だ
音
色
が
会
場
に

響
き
渡
っ
た
。
続
い
て
司
会
を

務
め
る
楊
智
偉
理
事
の
開
会
宣

言
後
、
国
歌
演
奏
が
行
わ
れ
、

主
催
者
を
代
表
し
楊
正
武
会
長

が
「
中
日
両
国
は
平
和
的
国
交

を
末
永
く
継
続
し
、
そ
し
て
祖

国
中
華
人
民
共
和
国
の
更
な
る

繁
栄
を
願
い
、
民
間
交
流
を
大

切
に
し
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献

と
活
動
を
前
進
し
て
行
う
こ
と

を
京
都
華
僑
総
会
は
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
意
を
述
べ
た
。
来

賓
を
代
表
し
李
天
然
総
領
事
の

祝
辞
で
は
、「
今
年
は
ち
ょ
う

ど
中
日
国
交
正
常
化
45
周
年
の

節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
両

国
関
係
が
紆
余
曲
折
し
な
が
ら

も
一
歩
ず
つ
改
善
へ
と
向
か
っ

て
お
り
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
交
流

が
増
え
、
各
分
野
に
お
け
る
秩

序
、
交
流
協
力
を
秩
序
よ
く
再

現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両

国
関
係
は
新
し
い
発
展
の
チ
ャ

ン
ス
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。」と

語
っ
た
。続
い
て
、京
都
府
国
際

化
高
橋
和
男
課
長
、
京
都
市
国

際
化
推
進
室
牧
啓
二
室
長
、
日

中
友
好
親
善
京
都
府
議
会
議
員

連
盟
小
巻
實
司
会
長
、
黄
檗
宗

大
本
山
萬
福
寺
近
藤
博
道
管
長
、

全
国
児
童
養
護
施
設
協
議
会
桑

原
教
修
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

を
述
べ
た
。
京
都
府
日
中
友
好

協
会
田
中
彰
寿
会
長
に
よ
る
乾

杯
の
発
声
で
宴
へ
と
移
っ
た
。

　
中
盤
、
公
務
を
終
え
て
駆
け

つ
け
た
京
都
市
門
川
大
作
市
長

が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
恒
例

の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
多
数
の

景
品
が
配
ら
れ
て
、
会
場
は
大

き
な
歓
声
で
包
ま
れ
た
。
最
後

に
、
本
会
陳
暁
乾
副
会
長
の
挨

拶
で
閉
会
と
な
っ
た
。

京
都
普
度
勝
会

慰
霊
大
祭
を
開
催

国
琵
琶
演
奏
が
行
わ
れ
た
、
翌

15
日
は
獅
子
舞
に
よ
る
奉
納
の

舞
が
行
わ
れ
た
。
出
天
進
表
で

は
張
敬
博
総
理
が
普
度
勝
会
に

対
し
ご
協
力
頂
い
た
方
々
を
読

み
上
げ
、
福
銭
や
饅
頭
な
ど
振

る
舞
わ
れ
、夜
に
は「
送
佛
回
向

滅
罪
焼
却
」
が
執
り
行
わ
れ
、

冥
宅
・
金
山
銀
山
・
元
宝
・
金

銀
等
が
焼

送
さ
れ
、

参
拝
者
達

は
送
り
火

に
手
を
合

わ
せ
た
。

　
最
終
日

の
16
日
は
、

お
昼
に
謝

茶
と
補
施

（
後
祭
）
が

10
月
１
日

西
日
本
新
華
僑
華
人
聯
合
会
主
催

中
華
人
民
共
和
国
成
立
68
周
年

祝
賀
会

　
陳
暁
乾
副
会
長
出
席

10
月
13
日

駐
大
阪
中
国
総
領
事
館
主
催

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
繋
ぐ
真

珠
新
疆
写
真
展
」開
幕
式

陳
暁
乾
副
会
長
出
席

京
都
華
僑
総
会

  

最 

近 

の 

行 

事  

行
わ
れ
、
法
要
は
滞
り
な
く
終

了
し
た
。

内
科
・
外
科
・
整
形
外
科

児
童
精
神
科
・
放
射
線
科

神
戸
博
愛
病
院

神
戸
市
中
央
区
元
町
通

　
　
　
七
丁
目
一
番
一
七
号

☎　
〇
七
八
（
三
六
二
）
五
〇
一
〇


